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連結営業概況（１１連結営業概況（１１年３月期年３月期））

運輸運輸
２３％％

※調整額 ３７９億円

連結営業収益連結営業収益 ３，２３９億円３，２３９億円

不動産不動産
１４１４ ％％流通流通

２１２１％％

ﾚｼﾞｬｰ・ｻｰﾋﾞｽﾚｼﾞｬｰ・ｻｰﾋﾞｽ
１０％１０％

その他その他
１３％１３％

うち、鉄道うち、鉄道２４２４ ％％
バス６６バス６６ ％％

◎◎ グループ会社グループ会社 ：： 子会社子会社７５７５社社、、関連会社関連会社９９社社

◎◎ 特長特長 福岡を事業基盤とする生活関連企業福岡を事業基盤とする生活関連企業……運輸業、運輸業、不動産業、不動産業、流通業など流通業など

西鉄ブランドを基盤に域外展開西鉄ブランドを基盤に域外展開……国際物流事業、ホテル事業など国際物流事業、ホテル事業など

ストアストア

７６８億円７６８億円

流 通 業流 通 業

主な事業主な事業

営業収益営業収益

セグメントセグメント

４７５億円４７５億円３４７億円３４７億円６７６億円６７６億円５０６億円５０６億円８４６億円８４６億円

車両車両整備整備
建設建設

ホテルホテル
旅行旅行

国際物流国際物流
国内物流国内物流

賃貸賃貸
分譲分譲
管理管理

鉄道鉄道
バスバス
タクシータクシー

そ の 他そ の 他ﾚｼﾞｬｰ・ｻｰﾋﾞｽ業ﾚｼﾞｬｰ・ｻｰﾋﾞｽ業物 流物 流 業業不 動 産不 動 産 業業運 輸 業運 輸 業

物流物流
１９％１９％



連結連結損益損益のの実績実績（（総括総括））

０．０％０．０％０億円０億円２６５２６５億円億円２６５億円２６５億円設 備 投 資設 備 投 資

４．６％４．６％１４億円１４億円３１７３１７億円億円３３１億円３３１億円Ｅ Ｂ Ｉ Ｔ Ｄ ＡＥ Ｂ Ｉ Ｔ Ｄ Ａ

▲▲３．１％３．１％▲▲７億円７億円２２５２２５億円億円２１８億円２１８億円減価償却費減価償却費

１０１．３％１０１．３％２９２９億円億円２９２９億円億円５８億円５８億円当 期当 期 純 利 益純 利 益

３４．８％３４．８％２４２４億円億円６８６８億円億円９２億円９２億円経 常 利 益経 常 利 益

２３．２％２３．２％２１２１億円億円８９８９億円億円１１０億円１１０億円営 業 利 益営 業 利 益

３．２％３．２％１００１００億円億円３，１３９３，１３９億円億円３，２３９億円３，２３９億円営 業 収 益営 業 収 益

増減率増減率増増 減減１０年３月期１０年３月期１１年３月期１１年３月期

※ ＥＢＩＴＤＡ＝営業利益＋減価償却費＋のれん償却費（営業費）

※ 設備投資は単純集計です。

国際物流事業において、アジアを中心とした物流の拡大により取扱が増加

西鉄ストア（ストア事業）において決算期を変更（2月期→3月期）

営業営業収益（増収）収益（増収）

営業営業利益・経常利益・利益・経常利益・当期当期純利益（各利益とも増益）純利益（各利益とも増益）

各社、各事業において、事業構造の見直しや効率化に努めた結果、前年実績を上回った

全般的には、消費は依然として停滞し、価格等の競争は激化しており、回復感に乏しい中推移



セグメント別損益状況セグメント別損益状況

・当期より、セグメントについて事業の実態に即して変更しています。・当期より、セグメントについて事業の実態に即して変更しています。

・各セグメントの数値は、マネジメントアプローチに基づいています。・各セグメントの数値は、マネジメントアプローチに基づいています。

・前期数値についても変更後の数値で表示しています。・前期数値についても変更後の数値で表示しています。



１．１． 運運 輸輸 業業

▲▲２２９９．．００％％▲▲３３２２億円億円１１０９０９億円億円７８７８億円億円設 備 投 資設 備 投 資

８．６％８．６％１２１２億円億円１３４１３４億円億円１４５億円１４５億円Ｅ Ｂ Ｉ Ｔ Ｄ ＡＥ Ｂ Ｉ Ｔ Ｄ Ａ

▲▲１．９％１．９％▲▲２２億円億円１１６１１６億円億円１１４億円１１４億円減価償却費減価償却費

７９．９％７９．９％１４１４億円億円１７１７億円億円３１億円３１億円営 業 利 益営 業 利 益

▲▲０．６％０．６％▲▲５５億円億円８５２８５２億円億円８４６億円８４６億円営 業 収 益営 業 収 益

増減率増減率増増 減減１０年３月期１０年３月期１１年３月期１１年３月期

営業収益の営業収益の主な増減主な増減要因要因

タクシー事業、鉄道事業等で減収

バス事業増収（事業内取引を除く）

営業利益の営業利益の主な増減主な増減要因要因

バス事業での路線効率化等の効果



▲▲１５．９％１５．９％▲▲６億円６億円３６３６億円億円３０億円３０億円営 業 利 益営 業 利 益

▲▲０．７％０．７％▲▲２億円２億円２２８２２８億円億円２２７億円２２７億円営 業 収 益営 業 収 益

増減率増減率増増 減減１０年３月期１０年３月期１１年３月期１１年３月期

天神大牟田線旅客人員天神大牟田線旅客人員 ▲▲０．２０．２％％

～～ 鉄道事業鉄道事業 （運輸業の内訳）（運輸業の内訳） ～～

※ 営業収益、営業利益は単純集計です。

貝塚線旅客人員貝塚線旅客人員 ０．６０．６％％

定期外 ＋３．９％

定期 ▲２．６％

▲▲０．０．２２％％▲▲００億円億円２１１２１１億円億円２１０２１０億円億円旅 客 収 入旅 客 収 入

▲▲０．０．５５％％▲▲０．０．６６百万人百万人１０５１０５百万人百万人１０４１０４百万人百万人旅 客 人 員旅 客 人 員

１１．．００％％０．０．６６百万人百万人５５５５百万人百万人５５５５百万人百万人（定（定 期）期）

▲▲２２．．２２％％▲▲１１．．１１百万人百万人５０５０百万人百万人４９４９百万人百万人（定期外）（定期外）

定期外 ▲２．３％

定期 ＋１．７％



※ 営業収益、営業利益は単純集計です。

～～ バス事業バス事業 （運輸業の内訳）（運輸業の内訳） ～～

－－２０億円２０億円▲▲２１２１億円億円▲▲０億円０億円営 業 利 益営 業 利 益

▲▲０．７％０．７％▲▲５億円５億円６２０６２０億円億円６１５億円６１５億円営 業 収 益営 業 収 益

増減率増減率増増 減減１０年１０年度度３月期３月期１１年１１年度度３月期３月期

１．０１．０％％５５億円億円４７７４７７億円億円４８２４８２億円億円乗 合乗 合 収 入収 入

▲▲１１．．１１％％▲▲１１．．６６百万人百万人１４７１４７百万人百万人１４６１４６百万人百万人一一 般般

▲▲１１．．３３％％▲▲２２．０．０百万人百万人１５５１５５百万人百万人１５２１５２百万人百万人（定期外）（定期外）

００．．４４％％１１．．１１百万人百万人２６６２６６百万人百万人２６２６７７百万人百万人乗合乗合旅客旅客人員人員

▲▲６．６．４４％％▲▲０．０．５５百万人百万人７７百万人百万人７７百万人百万人高高 速速

２．８２．８％％３３．．１１百万人百万人１１１１１１百万人百万人１１５１１５百万人百万人（定（定 期）期）

▲▲６６．．８８％％▲▲３３億円億円５０５０億円億円４７４７億円億円貸 切貸 切 収 入収 入

(注)

（注）バス事業内取引を除く（注）バス事業内取引を除くと２億円の増と２億円の増収です。収です。



２．２． 不不 動動 産産 業業

３３４４．．４４％％２６億円２６億円７７５５億円億円１０１０１１億円億円設 備 投 資設 備 投 資

▲▲７．７％７．７％▲▲１１億円１１億円１４６１４６億円億円１３５億円１３５億円Ｅ Ｂ Ｉ Ｔ Ｄ ＡＥ Ｂ Ｉ Ｔ Ｄ Ａ

▲▲２．０％２．０％▲▲１億円１億円６０６０億円億円５８億円５８億円減価償却費減価償却費

▲▲１２．２％１２．２％▲▲１０億円１０億円８４８４億円億円７３億円７３億円営 業 利 益営 業 利 益

▲▲３．７％３．７％▲▲１９億円１９億円５２５５２５億円億円５０６億円５０６億円営 業 収 益営 業 収 益

増減率増減率増増 減減１０年１０年度度３月期３月期１１年１１年度度３月期３月期

営業収益の営業収益の主な増減主な増減要因要因

不動産賃貸事業･･･商業施設の売上低迷

関連事業での減収（工事の受注減）

不動産分譲事業･･･販売戸数の減（６４６区画 対前年７０区画減）



～不動産業の内訳～～不動産業の内訳～

※ 営業収益、営業利益は単純集計です。

《《 不 動 産 賃 貸 事 業不 動 産 賃 貸 事 業 》》

増減率増減率増増 減減１０年３月期１０年３月期１１年３月期１１年３月期

▲▲５．９％５．９％▲▲１６億円１６億円２８０２８０億円億円２６４億円２６４億円営 業 収 益営 業 収 益

▲▲１８．０％１８．０％▲▲１４億円１４億円７５７５億円億円６２億円６２億円営 業 利 益営 業 利 益

《《 不 動 産 分 譲 事 業不 動 産 分 譲 事 業 》》

増減率増減率増増 減減１０年３月期１０年３月期１１年３月期１１年３月期

▲▲３．８％３．８％▲▲７億円７億円１７４１７４億円億円１６８億円１６８億円営 業 収 益営 業 収 益

４４．３％４４．３％３億円３億円６６億円億円９億円９億円営 業 利 益営 業 利 益

３６４３６４区画区画

２８２２８２戸戸

６４６６４６区画区画

▲▲１８１８．．５５％％▲▲６４６４戸戸３４６３４６戸戸（マンション）（マンション）

▲▲１１．．６６％％▲▲６６区画区画３７０区画３７０区画（戸（戸 建）建）

▲▲９９．．８８％％▲▲７０７０区画区画７１６区画７１６区画販 売 戸 数販 売 戸 数



３．３． 流流 通通 業業

▲▲１８．１％１８．１％▲▲３３億円億円１６１６億円億円１３億円１３億円設 備 投 資設 備 投 資

１４．１％１４．１％２２億円億円１５１５億円億円１７億円１７億円Ｅ Ｂ Ｉ Ｔ Ｄ ＡＥ Ｂ Ｉ Ｔ Ｄ Ａ

５．０％５．０％００億円億円８８億円億円８億円８億円減価償却費減価償却費

２５．４％２５．４％２２億円億円６６億円億円８億円８億円営 業 利 益営 業 利 益

７．７％７．７％５５５５億円億円７１３７１３億円億円７６８億円７６８億円営 業 収 益営 業 収 益

増減率増減率増増 減減１０年３月期１０年３月期１１年３月期１１年３月期

営業収益の営業収益の主な増減主な増減要因要因
ストア事業･･･競合店の影響等による既存店の減収

当期に実施した決算期変更（2月→3月）による決算月数増加（㈱西鉄ストア）



４．４． 物物 流流 業業

１１．４％．４％００億円億円６６億円億円６６億円億円設 備 投 資設 備 投 資

５６．８％５６．８％７７億円億円１２１２億円億円１８億円１８億円Ｅ Ｂ Ｉ Ｔ Ｄ ＡＥ Ｂ Ｉ Ｔ Ｄ Ａ

▲▲９．１％９．１％▲▲１１億円億円９９億円億円８億円８億円減価償却費減価償却費

３１３．２％３１３．２％７７億円億円２２億円億円１０億円１０億円営 業 利 益営 業 利 益

１９．１％１９．１％１０８１０８億円億円５６８５６８億円億円６７６億円６７６億円営 業 収 益営 業 収 益

増減率増減率増増 減減１０年３月期１０年３月期１１年３月期１１年３月期

営業収益の営業収益の主な増減主な増減要因要因

国際物流事業･･･アジアを中心とした物流の拡大



《《 国国 際際 物物 流流 事事 業業 》》

２３．３％２３．３％１２７億円１２７億円５４３５４３億円億円６７０億円６７０億円営 業 収 益営 業 収 益

７７７．４％７７７．４％７億円７億円１１億円億円８億円８億円営 業 利 益営 業 利 益

増減率増減率増増 減減１０年３月期１０年３月期１１年３月期１１年３月期

～物流業の内訳～～物流業の内訳～

※ 営業収益、営業利益は単純集計です。

１１５．５．００％％５２５２千件千件３４６３４６千件千件３９８３９８千件千件航空輸入航空輸入((件数件数))

３３００．．５５％％９９千ＴＥＵ千ＴＥＵ３０３０千ＴＥＵ千ＴＥＵ３９３９千千ＴＥＵＴＥＵ海運輸出海運輸出((ＴＥＵＴＥＵ))

４４４４．．５５％％１４１４千ＴＥＵ千ＴＥＵ３２３２千ＴＥＵ千ＴＥＵ４７４７千ＴＥＵ千ＴＥＵ海運輸入海運輸入((ＴＥＵＴＥＵ))

２２２２．．４４％％２４２４千トン千トン１０７１０７千トン千トン１３１１３１千トン千トン航空輸出航空輸出((重量重量))



５．５． レジャー・サービス業レジャー・サービス業

１６１６．．８８％％６６億円億円３３６６億円億円４４２２億円億円設 備 投 資設 備 投 資

４４０．３％０．３％６６億円億円１４１４億円億円２２００億円億円Ｅ Ｂ Ｉ Ｔ Ｄ ＡＥ Ｂ Ｉ Ｔ Ｄ Ａ

▲▲７７．．６６％％▲▲２２億円億円２３２３億円億円２２１１億円億円減価償却費減価償却費

－－７７億円億円▲▲９９億円億円▲▲２億円２億円営 業 利 益営 業 利 益

▲▲０．３％０．３％▲▲１億円１億円３４８３４８億円億円３４７億円３４７億円営 業 収 益営 業 収 益

増減率増減率増増 減減１０年３月期１０年３月期１１年３月期１１年３月期

営業収益の営業収益の主な増減主な増減要因要因
ホテル事業･･･シティホテルでの婚礼収入の増加や宿泊主体型ホテルでの増収

娯楽事業･･･他施設との競合等により減収

飲食事業･･･不振店舗の撤退等により減収

営業営業利益利益のの主な増減主な増減要因要因

ホテル事業、旅行事業において損失が縮小



《《ホテル事業ホテル事業》》

▲▲０．５％０．５％▲▲１億円１億円１５６１５６億円億円１５６億円１５６億円営 業 収 益営 業 収 益

－－２億円２億円▲▲５５億円億円▲▲３億円３億円営 業 利 益営 業 利 益

増減率増減率増増 減減１０年３月期１０年３月期１１年３月期１１年３月期

～レジャー・サービス業の内訳～～レジャー・サービス業の内訳～

※ 営業収益、営業利益は単純集計です。

《《 旅行事業旅行事業 》》

－－６億円６億円▲▲７７億円億円▲▲２億円２億円営 業 利 益営 業 利 益

増減率増減率増増 減減１０年３月期１０年３月期１１年３月期１１年３月期

▲▲２．３％２．３％▲▲１億円１億円４７４７億円億円４６億円４６億円営 業 収 益営 業 収 益

（注）ホテル事業内取引を除くと、実質的には５億円の増収です。（注）ホテル事業内取引を除くと、実質的には５億円の増収です。

(注)



６．６． その他その他

営業収益の営業収益の主な増減主な増減要因要因

車両整備関連事業･･･バス車体製造事業の廃止

３３．３３．７７％％４４億円億円１１１１億円億円１５億円１５億円設 備 投 資設 備 投 資

２７．８％２７．８％２２億円億円７７億円億円９億円９億円Ｅ Ｂ Ｉ Ｔ Ｄ ＡＥ Ｂ Ｉ Ｔ Ｄ Ａ

▲▲９．１％９．１％▲▲１１億円億円１６１６億円億円１５億円１５億円減 価償却費減価償却費

－－４４億円億円▲▲９９億円億円▲▲６億円６億円営 業 利 益営 業 利 益

▲▲７．３％７．３％▲▲３７億円３７億円５１２５１２億円億円４７５億円４７５億円営 業 収 益営 業 収 益

増減率増減率増増 減減１０年３月期１０年３月期１１年３月期１１年３月期



連結貸借対照表連結貸借対照表

負
債
・純
資
産

負
債
・純
資
産

総
資
産

総
資
産

１２億円１２億円１１,,００５４５４億円億円１，０６６億円１，０６６億円純 資 産 合 計純 資 産 合 計

▲▲４２億円４２億円１１,,８０２８０２億円億円１，７６１億円１，７６１億円（有利子負債残高）（有利子負債残高）

▲▲１４億円１４億円１１,,９３３９３３億円億円１，９１９億円１，９１９億円固 定 負 債固 定 負 債

▲▲８１億円８１億円１１,,００６５６５億円億円９８４億円９８４億円流 動 負 債流 動 負 債

▲▲９５億円９５億円２２,,９９８９９８億円億円２，９０３億円２，９０３億円負 債 合 計負 債 合 計

▲▲８２億円８２億円４４,,００５２５２億円億円３，９３，９７０７０億円億円合計合計

▲▲８２億円８２億円４４,,００５２５２億円億円３，９３，９７０７０億円億円合計合計

▲▲３億円３億円３３,,１１７７７７億億円円３，１７３，１７５５億円億円固 定 資 産固 定 資 産

▲▲８０億円８０億円８８７５７５億円億円７９５億円７９５億円流 動 資 産流 動 資 産

増増 減減１０１０／３／３月末月末１１１１／／３３月月末末

純資産の純資産の主な増減主な増減要因要因

総資産の総資産の主な増減主な増減要因要因 負債の負債の主な増減主な増減要因要因

販売土地及び建物の減

投資有価証券の時価下落による減

有利子負債の減

長期預り保証金の減

当期純利益の計上等による利益剰余金の増

株式時価下落による評価差額の減



連結キャッシュ連結キャッシュ・・フローフロー

▲▲１１８億円１１８億円７６７６億円億円▲▲４２億円４２億円（ 借 入 金 ・ 社 債 ）（ 借 入 金 ・ 社 債 ）

▲▲７億円７億円２２５２２５億円億円２１８億円２１８億円（（ 減 価 償 却 費減 価 償 却 費 ））

２億円２億円▲▲２５１２５１億円億円▲▲２４９億円２４９億円（ 固 定 資 産 の 取 得 ）（ 固 定 資 産 の 取 得 ）

▲▲２９億円２９億円▲▲２０２２０２億円億円▲▲２３１億円２３１億円投 資 活 動投 資 活 動

▲▲１１９億円１１９億円４９４９億円億円▲▲７０億円７０億円財 務 活 動財 務 活 動

２１億円２１億円７２７２億円億円９３億円９３億円（ 税 引 前（ 税 引 前 当 期当 期 純 利 益 ）純 利 益 ）

２２億円２２億円２７１２７１億円億円２９３億円２９３億円営 業 活 動営 業 活 動

増増 減減１０年３月期１０年３月期１１年３月期１１年３月期

▲▲１２億円１２億円２７５２７５億円億円２６３億円２６３億円現 金 等 の 期 末 残 高現 金 等 の 期 末 残 高



２０１１年度２０１１年度 事業計画事業計画



第第１２次中計の基本的な考え方１２次中計の基本的な考え方

新たな成長に向けた基盤づくり
《 事業の構造改革・新たな収益モデルの構築 》

新たな成長に向けた基盤づくり
《 事業の構造改革・新たな収益モデルの構築 》

108
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171

139

173

201 179
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200
億円

11次中計10次中計 12次中計

<2009年度比>
＋８２億円

リーマンショック後の売上・利益の落ち込みの回復リーマンショック後の売上・利益の落ち込みの回復

リーマン
ショック連

結
営
業
利
益

8.9%

4.4%
2005

9.2%

5.0%
2006

6.5%

4.5%
2007

1.0%

2.7%
2008

2.9%

2.2%
2009

7.3%5.7%5.1%連結ＲＯＥ

4.5%2.8%3.6%連結ＲＯＡ

2012201120102004

※2004～2010年度・・・実績、2012年度・・・計画



＜グループビジョン＞ 「変革に挑む西鉄グループ」
～時代に適応した全事業の構造転換と、新たなお客さま満足の創造～

～私たち一人ひとりの意識改革により実現を目指します～

＜グループビジョン＞＜グループビジョン＞ 「変革に挑む西鉄グループ」「変革に挑む西鉄グループ」
～～時代に適応した全事業の構造転換と、新たなお客さま満足の創造～時代に適応した全事業の構造転換と、新たなお客さま満足の創造～

～～私たち一人ひとりの意識改革により実現を目指します私たち一人ひとりの意識改革により実現を目指します～～

社会構造や市場環境の大転換期を迎え・・・社会構造や市場環境の大転換期を迎え・・・

将来の事業展開に向けて事業の構造改革・再編を推進し、将来の事業展開に向けて事業の構造改革・再編を推進し、より柔軟で筋肉質な企業グループより柔軟で筋肉質な企業グループへへ

新たなお客さまの価値を掘り起こし提案することで、新たなお客さまの価値を掘り起こし提案することで、お客さま満足を最大化する企業グループお客さま満足を最大化する企業グループへへ

重 点 戦 略重重 点点 戦戦 略略

第１２次中計第１２次中計 グループビジョン・重点戦略グループビジョン・重点戦略

（１）（１） 事業の構造改革・事業の構造改革・
再編の推進再編の推進

（２）（２） 新たな事業価値新たな事業価値
の創造の創造

（３）（３） ＣＳＲ経営のＣＳＲ経営の
更なる深化更なる深化



２０１１年度事業計画の基本方針２０１１年度事業計画の基本方針

基本方針基本方針基本方針

事業の構造改革・事業の構造改革・
再編の推進再編の推進

◆◆事業モデルの変革・事業モデルの変革・
不採算事業の縮小・撤退不採算事業の縮小・撤退

◆◆グループ事業の再編グループ事業の再編

◆◆間接コストの圧縮間接コストの圧縮

重点戦略重点戦略重点戦略

事業構造改革の推進と新たな事業モデルによる売上拡大
CSR経営のさらなる浸透に向けた取組み推進

事業構造改革の推進と新たな事業モデルによる売上拡大事業構造改革の推進と新たな事業モデルによる売上拡大
CSRCSR経営のさらなる浸透に向けた取組み推進経営のさらなる浸透に向けた取組み推進

新たな事業価値の創造新たな事業価値の創造 ＣＳＲ経営の更なる深化ＣＳＲ経営の更なる深化

◆◆福岡都心部への福岡都心部への集客強化集客強化

◆◆グループ連携・グループ連携・
地域密着化の推進地域密着化の推進

◆◆新たな成長市場への新たな成長市場への
対応強化対応強化
（アジア・ＩＴ・環境・女性等）（アジア・ＩＴ・環境・女性等）

◆◆人材力の向上人材力の向上

◆◆安全・リスクマネジメント安全・リスクマネジメント
の継続的推進の継続的推進

◆◆環境マネジメントの環境マネジメントの
取組み推進取組み推進

◆◆ＣＳの向上、ＣＳの向上、
地域・社会との共生地域・社会との共生



《《事業の構造改革・再編の推進事業の構造改革・再編の推進》》

各事業各事業の構造改革の構造改革進捗状況進捗状況

△2
億円

（※）

1
億円

（※）

1
億円

（※）

営業利益
（予想）

【シティホテル】

・直営飲食施設エリア大規模改装
→複数の直営飲食施設の運営効率化
→テナント賃貸スペースの拡大

・サービス向上PJT推進(意識改革)

・全社的な要員適正化の実施
（管理部門、営業部ほか）

・個券販売部門合理化（WEBｼﾌﾄ）

・高収益商品販売強化
（チャーター、ＪＲセット商品）

・提携先手数料の見直し

【乗合バス】

・新商品・サービスの導入
（観光客向け新商品 他）

・新規路線需要の対応
（郊外大型商業施設 他）

・法人営業強化

【貸切バス】

・抜本的経営改善策の検討・実施

2011 事業計画

8
億円

△3
億円

【シティホテル】

・組織等効率化、料飲原価削減

・婚礼営業強化（法人向け）

△5
億円

ﾎﾃﾙﾎﾃﾙ
事業事業

△2
億円

△0
億円

営業利益
（実績）

3
億円

・組織見直し、管理部門合理化
（要員削減△50名）

・重点顧客への営業強化
（行政、スポーツ）

・WEB商品強化（専任部署設置）

△7
億円

旅行旅行

事業事業

11
億円

【乗合バス】

・合理化（路線廃止・減便（約100路線））
→116台、△145人、拠点△3ヵ所

・新規路線需要への対応
（九州新幹線新駅乗入 他）

【貸切バス】

・合理化
→△85台、△110人、拠点△3ヵ所

△21
億円

バスバス

事業事業

営業利益
2009実績

中計目標

営業利益
2010 実施施策

※震災影響を含む



《《新たな事業価値の創造新たな事業価値の創造》》

福岡都心部への集客強化福岡都心部への集客強化

・・・博多大丸での「グランドパス・・・博多大丸での「グランドパス6565」発売、大丸ポイントの付与」発売、大丸ポイントの付与

クレジットニモカ利用時の大丸ポイントの付与（クレジットニモカ利用時の大丸ポイントの付与（20112011年年1212月～）月～）

・・・岩田屋・福岡三越での買物商品を福岡・・・岩田屋・福岡三越での買物商品を福岡（天（天神）神）

駅まで運ぶポーターサービス駅まで運ぶポーターサービス（（20112011年年44月～）月～）

》》》》鉄道・バス＋天神百貨店とのタイアップ鉄道・バス＋天神百貨店とのタイアップ

××

××

ポーターサービス
受付カウンター

》》》》福岡エリアの福岡エリアの回遊強化回遊強化策策

・・『『天神ライナー天神ライナー』』

内内 容：福岡都心快速バス（容：福岡都心快速バス（100100円円//乗車）乗車）

運行開始：運行開始：2011.3.22011.3.2～～

本本 数：平日数：平日 7272便、土日祝便、土日祝 7878便便

・・『『FUKUOKAFUKUOKA １１DAYDAY PASSPASS』』発売発売

内内 容：鉄道＋バスのエリア限定フリー乗車券容：鉄道＋バスのエリア限定フリー乗車券

発売発売開始：開始：2011.2011.22..1010～～

・・『『FUKUOKAFUKUOKA 体験バス体験バスTICKETTICKET』』

内内 容：バス容：バス22日間フリーチケット＋福岡の日間フリーチケット＋福岡の
様々な体験ができる観光チケット様々な体験ができる観光チケット
のセットのセット

発発 売売：：2011.2011.4.284.28～～

販売価格販売価格：：5,5005,500円円

◇◇交通＆天神商業施設連携による集客強化交通＆天神商業施設連携による集客強化



《《新たな事業価値の創造新たな事業価値の創造》》

福岡都心部への集客強化福岡都心部への集客強化

◇◇商業施設の魅力向上商業施設の魅力向上

・・リニューアルの推進リニューアルの推進

天神コア・・・区画変更による回遊性向上、一部テナント入れ替え天神コア・・・区画変更による回遊性向上、一部テナント入れ替え

ソラリアプラザ・・・ソラリア街区全体の回遊性向上に向けた改造準備ソラリアプラザ・・・ソラリア街区全体の回遊性向上に向けた改造準備

・・手荷物宅配サービスの開始手荷物宅配サービスの開始（（ソラリアプラザビル）ソラリアプラザビル）

・・商業施設担当要員の増強商業施設担当要員の増強

博多地区からの回遊性向上を目的に博多地区からの回遊性向上を目的に天神地区の企業や団体が一体となって取組む天神地区の企業や団体が一体となって取組む

集客プロジェクト。集客プロジェクト。

・・『『天神ウエルカムイヤープロジェクト天神ウエルカムイヤープロジェクト』』（（20112011年年33月～）月～）

・・ミュージックシティ天神等大型のイベントの継続実施ミュージックシティ天神等大型のイベントの継続実施

◇◇地域と連携した天神の魅力向上地域と連携した天神の魅力向上

☆天神案内人（3/1～5/8）・・・ボランティアガイドによる天神の施設や交通を案内

☆「HOP STEP 天神・大名」（4/16～24）・・・天神・大名地区2000店以上が参加する共同販促キャンペーン 他



》》》》外部外部との提携推進との提携推進

・・金融機関や大学との連携（提携カード発行）金融機関や大学との連携（提携カード発行）

・外部ポイント交換サービスとの連携・外部ポイント交換サービスとの連携

◇◇ICICカードの普及と活用カードの普及と活用

《《新たな事業価値の創造新たな事業価値の創造》》

地域ニーズへの対応強化地域ニーズへの対応強化

》》》》全国相互利用に向けた取組み推進全国相互利用に向けた取組み推進

》》》》ニモカデータの活用ニモカデータの活用
蓄積データ蓄積データ

分
析
分
析

【【各事業各事業】】

商品・サービス戦略構築商品・サービス戦略構築

活活 用用

【【グループ横断グループ横断】】

地域ニーズの掘り起こし地域ニーズの掘り起こし

連携商品開発への活用連携商品開発への活用

・蓄積されたニモカデータを分析・・蓄積されたニモカデータを分析・

活用し事業・商品戦略の構築、実施活用し事業・商品戦略の構築、実施

・・大分地区への導入（大分地区への導入（20102010年度）年度）

→→県内の一般路線バスに導入県内の一般路線バスに導入

・「・「ICICカードシステム＋バスナビシステム」のカードシステム＋バスナビシステム」の

パッケージ商品化、販売推進パッケージ商品化、販売推進

》》》》他地区他地区バス事業者バス事業者への導入推進への導入推進

0
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＜ニモカ発行枚数＞＜ニモカ発行枚数＞

4/18現在

135万枚

（万枚）



《《新たな事業価値の創造新たな事業価値の創造》》

地域ニーズへの対応強化地域ニーズへの対応強化

◇◇交通交通

◇◇街づくり街づくり

○○鉄道のパーク＆ライド施設整備鉄道のパーク＆ライド施設整備 ○○コミュニティバスの受託拡大コミュニティバスの受託拡大

○○新たなバス路線需要への対応（新たなバス路線需要への対応（九州新幹線九州新幹線新駅や新規大型郊外店舗等）新駅や新規大型郊外店舗等）

○○福岡都市圏沿線地域への分譲事業集中福岡都市圏沿線地域への分譲事業集中

○○沿線地域でのシニアマンション開発推進沿線地域でのシニアマンション開発推進

「サンカルナ二日市」開業（「サンカルナ二日市」開業（2011.82011.8月）月）

「サンカルナ小倉大手町（仮）」着工「サンカルナ小倉大手町（仮）」着工

（（2012.102012.10月竣工予定）月竣工予定）

○○福岡都心部・バス事業拠点跡地での福岡都心部・バス事業拠点跡地での
大型複合開発の推進大型複合開発の推進

→→ 敷地敷地 4,7004,700坪、建物坪、建物 10,00010,000坪超坪超

マンション＋商業施設マンション＋商業施設

『サンカルナ二日市』 『サンカルナ

小倉大手町（仮）』

大型複合開発位置図（天神から西に3km）

博多天神
開発用地

YAHOOﾄﾞｰﾑ

（福岡ﾄﾞｰﾑ）



・リゾートイン那覇・リゾートイン那覇

（（20112011年年66月月44日開業日開業予定予定））

《《新たな事業価値の創造新たな事業価値の創造》》

ホテル・オフィスのホテル・オフィスの新規新規開発開発

【【西鉄イン西鉄イン】】

○○鹿児島鹿児島（イメージ）（イメージ）

・・銀座銀座（（20112011年開業予定年開業予定））

・・鹿児島鹿児島（（20122012年開業予定年開業予定））

→→ 首都圏＆九州全域での首都圏＆九州全域での

““ソラリアソラリア”” ブランドブランド浸透浸透

》》》》西鉄イン西鉄イン

》》》》ソラリア西鉄ホテルソラリア西鉄ホテル
（宿泊主体型アップグレードホテル）（宿泊主体型アップグレードホテル）

・東京日本橋ビル（仮称）・東京日本橋ビル（仮称）

→→ 20122012年度竣工予定年度竣工予定

◇◇ホテルホテル

◇◇オフィスビルオフィスビル

【【ソラリア西鉄ホテルソラリア西鉄ホテル】】

○那覇（イメージ）

○○銀座銀座（イメージ）（イメージ）



《《新たな事業価値の創造新たな事業価値の創造》》

国際物流事業の拡大国際物流事業の拡大

》》》》自社定期混載便の推進（コンテナ船利用）自社定期混載便の推進（コンテナ船利用）

【【増便増便】】香港・上海・基隆向け（週香港・上海・基隆向け（週11便便→→週週22便）便）

【【仕向地の新設仕向地の新設】】

中国（中国（天津天津））・・ベトナムベトナム・・シンガポールシンガポール・・オランダオランダ・英国・英国

》》》》海外現法共同セールスの強化海外現法共同セールスの強化

（三国間輸送拡大）（三国間輸送拡大）

》》》》海外現法への人材増強海外現法への人材増強

20112011年度年度→→1010名を日本より派遣予定名を日本より派遣予定

「日本（本部）」＋「海外現法」もしくは「日本（本部）」＋「海外現法」もしくは

「海外現法」＋「海外現法」のタッグによる営業強化「海外現法」＋「海外現法」のタッグによる営業強化

《三国間輸送のイメージ》

◇◇海運貨物の取扱い拡大海運貨物の取扱い拡大

◇◇海外売上の拡大海外売上の拡大



《《新たな事業価値の創造新たな事業価値の創造》》

国際物流事業の拡大国際物流事業の拡大

◇アジア

大連

天津

上海

深セン

香港

長春

瀋陽北京

石家壮
泰皇島

唐山

ハルピン

外高橋

蘇州
杭州

都成

アモイ

重慶

武漢

・・大連・天津・上海・深セン・香港のゲートウエイ化大連・天津・上海・深セン・香港のゲートウエイ化
→→国内国内物流物流網の拡充、サービス多機能化網の拡充、サービス多機能化

・内陸部の拠点増設・内陸部の拠点増設 →→瀋陽（北京社）、重慶・武漢（上海社）瀋陽（北京社）、重慶・武漢（上海社）

》》》》中国沿岸主要都市のゲートウエイ化（内陸部ネットワーク中国沿岸主要都市のゲートウエイ化（内陸部ネットワーク充実充実））

・・・ｹﾞｰﾄｳｴｲﾎﾟｲﾝﾄ

・・・その他の営業拠点

・・・主要都市◇欧州

》》》》オランダ・ドイツのマルチゲートウエイ化オランダ・ドイツのマルチゲートウエイ化
（空港）アムステルダム・フランクフルト（空港）アムステルダム・フランクフルト

（港）ロッテルダム・ハンブルグ（港）ロッテルダム・ハンブルグ

→→中中欧欧・東欧市場へ拡販・東欧市場へ拡販

◇北米
》》》》拠点スクラップ＆ビルドによる拠点スクラップ＆ビルドによる採算性向上採算性向上
・縮小・閉鎖・縮小・閉鎖→→ミネアポリス、セントルイスミネアポリス、セントルイス

・拠点統合・拠点統合→→ロサンゼルス（ロジ倉庫・営業所）ロサンゼルス（ロジ倉庫・営業所）

・新拠点開設・新拠点開設→→カンサスシティ、ヒューストンカンサスシティ、ヒューストン

【【中国国内での展開（沿岸～内陸）中国国内での展開（沿岸～内陸）】】



《《新たな事業価値の創造新たな事業価値の創造》》

アジアの活力の取込みアジアの活力の取込み

◇◇インバウンドインバウンド対応の充実対応の充実

》》》》福岡への誘客福岡への誘客強化強化
・西鉄旅行・上海事務所の設立（・西鉄旅行・上海事務所の設立（2011.12011.1月）月）

・アジアに向けた情報発信強化・アジアに向けた情報発信強化

（（WEBWEB、「、「LoveFMLoveFM」」活用）活用）

》》》》インバウンド客インバウンド客向けサービスの強化向けサービスの強化

・福岡都心部～博多港シャトルバスの運行・福岡都心部～博多港シャトルバスの運行（（2011.22011.2月～）月～）

・福岡都心部や観光エリア、港などを・福岡都心部や観光エリア、港などを

循環する循環する22階建てバスの運行階建てバスの運行
行き先等の表記を多言語化し行き先等の表記を多言語化し

方面別で色分けをしたシャトルバス方面別で色分けをしたシャトルバス

◇◇アジアでの新たなアジアでの新たな事業事業に向けた取組みに向けた取組み

・・アジアでアジアでの交通の交通関連プロジェクトに参画関連プロジェクトに参画（ハノイ、ジャカルタ等）（ハノイ、ジャカルタ等）

本年本年11月に天神エフエムが買収した外国語月に天神エフエムが買収した外国語

FMFMラジオ放送局「ラジオ放送局「LoveFMLoveFM」」放送エリア（北部九州）放送エリア（北部九州）

》》》》JICAJICA等と連携したバス事業コンサルティングの実施等と連携したバス事業コンサルティングの実施



ＣＳＲ経営のＣＳＲ経営の更なる更なる深化深化

安全性向上策の取り組み安全性向上策の取り組み

・ 完全輸送運動、ヒューマンエラー未然防止活動の継続実施

安全投資の実施安全投資の実施

・高架構造物の耐震補強、ホーム改良、旅客案内装置更新 など

◇◇安全マネジメント安全マネジメント

改正省エネ法への対応推進改正省エネ法への対応推進

商品・サービスの環境対応推進商品・サービスの環境対応推進

・長期優良住宅・長期優良住宅 「「eco100eco100」の販売推進」の販売推進

・・ハイブリッドバスの導入継続ハイブリッドバスの導入継続 などなど

ハイブリッドバス

あいさつ・美化運動の推進あいさつ・美化運動の推進

社内モニター制度の実施社内モニター制度の実施

「「㈱㈱西鉄ウィルアクト」西鉄ウィルアクト」の業務開始の業務開始（障がい者の社会参加促進）（障がい者の社会参加促進）

◇◇環境マネジメント環境マネジメント

◇◇ＣＳ向上、地域・社会との共生ＣＳ向上、地域・社会との共生

※23年度安全投資 47億円

長期優良住宅「eco100」

キャラクター



２０２０１１１１年度年度 投資計画投資計画

【【２０２０１１１１年度総投資額年度総投資額 ２３５２３５億円億円】】

◎◎ 投資種別の内訳投資種別の内訳

運輸業運輸業
１０１０７７億円億円

流通流通業業
８８億円億円

不動産不動産業業
７７３３億円億円

ﾚｼﾞｬｰﾚｼﾞｬｰ･･ｻｰﾋﾞｽｻｰﾋﾞｽ業業
２９２９億円億円

その他その他
１４１４億円億円

・・車両新造車両新造

・・変電所建替変電所建替

・・旅客案内装置更新旅客案内装置更新 などなど

・シニアマンション新設・シニアマンション新設

・商業施設リニューアル・商業施設リニューアル などなど

・店舗新設・改装・店舗新設・改装 などなど

◎◎ 投資額の推移投資額の推移

◎◎ セグメント別の内訳セグメント別の内訳

安安 全全
４７４７億円億円

ＩＣカード関係ＩＣカード関係
４４億円億円

新規開発新規開発
６６６６億円億円

維持更新維持更新 他他
１１１９１９億円億円

２３５２３５億円億円２６５億円２６５億円２２６６５億円５億円３７３３７３億円億円２５５２５５億円億円総投資額総投資額

１１１１年度計画年度計画１０１０年度年度００９９年度年度００８８年度年度００７７年度年度年度年度

※ 新セグメントベース

物流物流業業
４４億円億円

・・ホテル新設ホテル新設 などなど



２０２０１１１１年度年度

収支予想収支予想



２０２０１１１１年度年度 連結収支予想連結収支予想

▲▲１１１１..２２％％▲▲３０３０億円億円２６５億円２６５億円２２３５３５億円億円設 備 投 資設 備 投 資

▲▲１１..８８％％▲▲６６億円億円３３１億円３３１億円３２５３２５億円億円Ｅ Ｂ Ｉ Ｔ Ｄ ＡＥ Ｂ Ｉ Ｔ Ｄ Ａ

▲▲５５..４４％％▲▲１２１２億円億円２１８億円２１８億円２０６２０６億円億円減価償却費減価償却費

▲▲２０２０..５５％％▲▲１２１２億円億円５８億円５８億円４６４６億円億円当期純利益当期純利益

５５..６６％％５５億円億円９２億円９２億円９７９７億円億円経 常 利 益経 常 利 益

６６..５５％％７７億円億円１１０億円１１０億円１１７１１７億円億円営 業 利 益営 業 利 益

▲▲００..９９％％▲▲２２９９億円億円３，２３９億円３，２３９億円３，３，２２１１００億円億円営 業 収 益営 業 収 益

増減率増減率増減額増減額
１１１１年３月期年３月期
（（実績実績））

１２１２年３月期年３月期
（（予想予想））

※ 設備投資は単純集計です。



２０２０１１１１年度年度 セグメント別収支予想セグメント別収支予想

２８２８億円億円６７６億円６７６億円７７０４０４億円億円営業収益営業収益

物 流物 流 業業
４４億円億円１０億円１０億円１１４４億円億円営業利益営業利益

１１３３億円億円５０６億円５０６億円５５１１９９億円億円営業収益営業収益
不 動 産 業不 動 産 業

２２億円億円７３億円７３億円７５７５億円億円営業利益営業利益

▲▲６２６２億円億円７６８億円７６８億円７７０６０６億円億円営業収益営業収益

流 通 業流 通 業
２２億円億円８億円８億円１０１０億円億円営業利益営業利益

７７億円億円

▲▲４１４１億円億円

３３億円億円

２２２２億円億円

▲▲６６億円億円

▲▲１２１２億円億円

増減額増減額

３１億円３１億円２２５５億円億円営業利益営業利益

８４６億円８４６億円８８３３４４億円億円営業収益営業収益

運 輸 業運 輸 業

▲▲６億円６億円

４７５億円４７５億円

▲▲２億円２億円

３４７億円３４７億円

１１１１//３３期期
（（実績実績））

１１億円億円営業利益営業利益

４４３４３４億円億円営業収益営業収益

そ の 他そ の 他

１１億円億円営業利益営業利益

３６９３６９億円億円営業収益営業収益

ﾚｼﾞｬｰﾚｼﾞｬｰ･･ｻｰﾋﾞｽ業ｻｰﾋﾞｽ業

増減要因増減要因
１２１２//３３期期
（（予想予想））

不動産分譲事業の増益

（マンション粗利増、

サンカルナ二日市開業等）

国際物流事業の増益

（国内粗利率改善、海外現法取扱高増）

前期、西日本車体工業の清算

鉄道事業の減益（費用増等）

ホテル事業の赤字縮小

ＩＣカード事業の赤字縮小

ストア事業の増益（運営の効率化等）

旅行事業の赤字解消



＜参考＞＜参考＞ ２０２０１１１１年度年度
セグメント別予想（減価償却費・ＥＢＩＴＤＡ・設備投資）セグメント別予想（減価償却費・ＥＢＩＴＤＡ・設備投資）

００億円億円５８億円５８億円５９５９億円億円減 価 償 却 費減 価 償 却 費

不 動 産 業不 動 産 業 ▲▲１１億円億円１３５億円１３５億円１３１３４４億円億円Ｅ Ｂ Ｉ Ｔ Ｄ ＡＥ Ｂ Ｉ Ｔ Ｄ Ａ

▲▲２８２８億円億円１０１１０１億円億円７３７３億円億円設 備 投 資設 備 投 資

６６億円億円９億円９億円１１５５億円億円Ｅ Ｂ Ｉ Ｔ Ｄ ＡＥ Ｂ Ｉ Ｔ Ｄ Ａ

５５億円億円２０億円２０億円２２５５億円億円Ｅ Ｂ Ｉ Ｔ Ｄ ＡＥ Ｂ Ｉ Ｔ Ｄ Ａ

３３億円億円１８億円１８億円２２２２億円億円Ｅ Ｂ Ｉ Ｔ Ｄ ＡＥ Ｂ Ｉ Ｔ Ｄ Ａ

１１億円億円１７億円１７億円１８１８億円億円Ｅ Ｂ Ｉ Ｔ Ｄ ＡＥ Ｂ Ｉ Ｔ Ｄ Ａ

▲▲１１７７億円億円１４５億円１４５億円１２８１２８億円億円Ｅ Ｂ Ｉ Ｔ Ｄ ＡＥ Ｂ Ｉ Ｔ Ｄ Ａ

▲▲００億円億円８億円８億円８８億円億円減 価 償 却 費減 価 償 却 費

流 通 業流 通 業

２９２９億円億円７８７８億円億円１０７１０７億円億円設 備 投 資設 備 投 資

▲▲１１１１億円億円１１４億円１１４億円１０３１０３億円億円減 価 償 却 費減 価 償 却 費

運 輸 業運 輸 業

１１５５億円億円

１５億円１５億円

４４２２億円億円

２１億円２１億円

６６億円億円

８億円８億円

１１３３億円億円

１１１１//３月（３月（実績実績））

▲▲１１億円億円１４１４億円億円設 備 投 資設 備 投 資

▲▲１億円１億円１４１４億円億円減 価 償 却 費減 価 償 却 費

そ の 他そ の 他

▲▲１３１３億円億円２９２９億円億円設 備 投 資設 備 投 資

２２億円億円２３２３億円億円減 価 償 却 費減 価 償 却 費

ﾚｼﾞｬｰﾚｼﾞｬｰ･･ｻｰﾋﾞｽ業ｻｰﾋﾞｽ業

▲▲２２億円億円４４億円億円設 備 投 資設 備 投 資

▲▲１１億円億円７７億円億円減 価 償 却 費減 価 償 却 費

物 流物 流 業業

▲▲５５億円億円８８億円億円設 備 投 資設 備 投 資

増減額増減額１２１２//３期（３期（予想予想））



＜参考＞＜参考＞ ２０２０１１１１年度年度
主な主なセグメント収支予想セグメント収支予想

２１２１億円億円１５６億円１７７１７７億円億円営 業 収 益営 業 収 益

ホ テ ルホ テ ル 事 業事 業レ
ジ
ャ
ー
・

レ
ジ
ャ
ー
・

サ
ー
ビ
ス
業

サ
ー
ビ
ス
業

１１億円億円▲３億円▲▲２２億円億円営 業 利 益営 業 利 益

２億円２億円▲２億円１１億円億円営 業 利 益営 業 利 益

▲▲１１億円億円４６億円４５億円４５億円営 業 収 益営 業 収 益

旅 行 事 業旅 行 事 業

５５億円億円８億円１１３３億円億円営 業 利 益営 業 利 益

３５３５億円億円６７０億円７７０５０５億円億円営 業 収 益営 業 収 益

国 際 物 流 事 業国 際 物 流 事 業
物
流
業

物
流
業

不
動
産
業

不
動
産
業

運
輸
業

運
輸
業 ▲▲９９億円億円６１５億円６０６６０６億円億円営 業 収 益営 業 収 益

バ ス 事 業バ ス 事 業

▲▲４４億円億円３０億円２６２６億円億円営 業 利 益営 業 利 益

▲▲２２億円億円２２７億円２２５２２５億円億円営 業 収 益営 業 収 益
鉄 道鉄 道 事 業事 業

９億円

１６８億円

６２億円

２６４億円

▲０億円

１１１１//３３期期
（（実績実績））

３３億円億円１２１２億円億円営 業 利 益営 業 利 益

９９億円億円１７１７７７億円億円営 業 収 益営 業 収 益
不動産不動産分譲分譲事業事業

▲▲１１億円億円６１６１億円億円営 業 利 益営 業 利 益

３３億円億円２６２６７７億円億円営 業 収 益営 業 収 益
不動産不動産賃貸賃貸事業事業

１１億円億円１１億円億円営 業 利 益営 業 利 益

増減額増減額
１２１２//３期３期
（（予想予想））

※ 営業収益、営業利益は単純集計です。



本資料には、将来の業績に関わる記述が含まれています。こうした記述は、将来の業績を保証本資料には、将来の業績に関わる記述が含まれています。こうした記述は、将来の業績を保証

するものではなく、リスクや不確実性を含んだものです。将来の業績は経営環境の変化などにするものではなく、リスクや不確実性を含んだものです。将来の業績は経営環境の変化などに

より目標と異なる可能性があることにご留意ください。より目標と異なる可能性があることにご留意ください。


